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大和川下流流域下水道組合は、大和川近辺の人口増加に伴い、
排出される汚水で大和川の水質悪化は大きな問題となってきま
した。そのため行政区域にとらわれることなく、快適で衛生的
な生活環境の向上と公共用水域の水質保全を目指し、大和川以
南に位置する10市3町1村で、昭和55年4月1日に設立され
ました。
本村においても設立と同時に加入し、村の汚水は3流域処理

場のうち大井処理場（藤井寺市）で処理されています。この処
理場の処理人口は143,000人（平成14年度末）で、村の処理
人口は1,743人、普及率は25.3％（平成14年度末）です。

一部事務組合紹介

大井処理場大井処理場�大井処理場�



昨
年
１
月
か
ら
村
長
・
助

役
・
教
育
長
の
給
与
は
、
５
％

削
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年

４
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で

合
わ
せ
て
15
％
が
削
減
さ
れ
ま

す
。
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平成15年12月の千早赤阪村議会定例会（第４回）は12月９日に開会し、
人事案件、条例制定・改正、補正予算、意見書など計20議案をそれぞれ同
意・可決し、19日の一般質問をもって閉会しました。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
国
家
公
務
員
の
給
与
が
平
均
１
・
07
％

減
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
村
職
員
も
同
様
に
給
与
の
見
直
し

が
行
な
わ
れ
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ
り
調
整
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、
０
・
25
月
が
、
議
員
・
特
別

職
等
も
含
め
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

委
　
　
　
員

堀
　
　
　
　
　
恒
氏
（
桐
山
５
８
９
番
地
）

清
　
原
　
隆
　
雄
氏
（
水
分
１
６
１
番
地
の
１
）

奥
　
田
　
茂
　
雄
氏
（
桐
山
５
７
１
番
地
の
２
）

清
　
井
　
弘
　
幸
氏
（
東
阪
１
１
３
９
番
地
の
乙
）

補
　
充
　
員

新
　
田
　
　
　
寛
氏
（
二
河
原
辺
２
０
０
番
地
の
４
）

井
　
上
　
昭
　
司
氏
（
森
屋
４
４
８
番
地
）

大
　
橋
　
章
　
二
氏
（
東
阪
３
５
８
番
地
）

永
　
田
　
道
　
子
氏
（
小
吹
68
番
地
の
２
０
５
）

任
　
期
　
平
成
19
年
12
月
24
日

福
　
島
　
た
か
子
氏
（
小
吹
68
番
地
の
95
）

任
　
期
　
平
成
19
年
12
月
12
日

土
　
井
　
彰
　
夫
氏
（
桐
山
４
３
１
番
地
の
甲
）

任
　
期
　
平
成
18
年
12
月
25
日

橋
　
爪
　
喜
久
次
氏
（
小
吹
68
番
地
の
２
３
５
）

任
　
期
　
平
成
19
年
12
月
23
日

冷
夏
に
よ
る
米
の
不
作
に
対

す
る
適
正
価
格
で
の
安
定
供
給

と
地
域
農
業
の
発
展
を
求
め
、

食
の
安
全
確
保
の
充
実
を
要
望

す
る
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図

る
う
え
で
、
村
税
の
納
期
前
報

奨
金
の
廃
止
や
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

の
使
用
料
の
設
定
、
村
民
運
動

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー（
テ
ン
ト
を
除
く
）

の
使
用
料
の
引
き
上
げ
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
各
施
設
の
使

用
料
･
使
用
時
間
な
ど
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

12
月
定
例
会
で
は
次
の
意
見

書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係

大
臣
へ
送
付
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
次
の
方
々
を
各
委
員
に
指
名
推
選
ま
た
は
再

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
、
村
第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
に
基
づ
き
、

特
別
職
等
の
人
件
費
削
減
や
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し
に
関

す
る
条
例
案
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
４

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
別
職
の
給
与
を

15
％
削
減

使
用
料
・
手
数
料
等
の

一
部
を
見
直
し

米
の
安
定
供
給
と

食
の
安
全
確
保
を

求
め
る
意
見
書

財
政
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み

意
　
見
　
書

人
　
　
　
　
事

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

公
　
平
　
委
　
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

11月臨時会

給与等を
減額する
条例改正を
可決
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12
月
議
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し

た
も
の
で
す
。

貝
　
長
　
　
　
徹
　
　
議
　
員

関
　
口
　
ほ
づ
み
　
　
議
　
員

市
町
村
合
併
の
問
題
点
を
問
う

図
書
室
の
土
・
日
昼
休
み
の
開
設
を

く
す
の
き
号
の
運
行
改
善
を

第
７
回
協
議
会
で
編
入
合

併
の
意
見
が
出
た
が
、
現
在
の

状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

過
去
６
回
の
協
議
会
の
重

要
性
を
考
え
る
と
、
す
で
に
承

認
さ
れ
た
事
項
（
対
等
合
併
）

は
尊
重
す
る
の
が
前
提
で
あ
る
。

村
長
は
、
合
併
な
く
し
て

村
の
存
続
は
あ
り
得
な
い
と
公

言
し
て
き
た
。
富
田
林
市
へ
の

編
入
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
て

い
る
の
か
。
他
の
方
法
は
。

新
設
合
併
を
目
指
し
て
お

り
引
き
続
き
目
標
に
向
か
っ
て

協
議
を
進
め
る
。
富
田
林
市
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
違
っ
た
方

向
に
な
れ
ば
、
議
会
と
も
相
談

し
今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
る
。

合
併
の
可
能
性
は
限
り
な

く
薄
ら
い
だ
。村
民
へ
の
対
応
、

釈
明
は
ど
う
す
る
の
か
。

状
況
に
応
じ
て
、
今
ま
で

ど
お
り
、
住
民
の
方
々
に
は
、

情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

今
回
の
合
併
協
議
会
は
、

設
立
前
か
ら
新
設
（
対
等
）
合

併
で
合
意
が
出
来
て
い
た
。
富

田
林
市
が
合
意
を
反
故
に
す
る

な
ら
責
任
を
追
及
す
べ
き
だ
。

当
時
の
４
市
町
村
長
が
目

標
を
定
め
、
ス
タ
ー
ト
し
た
が

協
議
会
の
場
で
決
定
さ
れ
る
も

の
で
協
議
が
整
わ
な
か
っ
た
か

ら
と
言
っ
て
責
任
を
問
う
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申

を
ど
う
思
う
か
。

答
申
は
、
小
規
模
市
町
村

の
権
限
剥
奪
、
合
併
強
制
等
町

村
自
治
を
否
定
し
て
い
る
。
町

村
長
大
会
で
自
治
権
の
確
立
を

緊
急
決
議
し
国
に
要
請
し
た
。

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク

派
兵
に
反
対
を
　
　

戦
後
初
の
「
戦
場
」
へ
の

自
衛
隊
派
兵
に
批
判
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。
陸
海
空
合
わ
せ

て
１
０
０
０
人
を
超
え
る
大
部

隊
が
出
て
い
け
ば
、
復
興
支
援

ど
こ
ろ
か
、
日
本
も
占
領
軍
と

し
て
、
イ
ラ
ク
国
民
の
憎
し
み

の
対
象
と
な
る
。
憲
法
９
条
を

持
つ
国
の
や
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。

米
英
軍
主
導
の
占
領
支
配
を

や
め
、
国
連
中
心
の
復
興
支
援

に
き
り
か
え
る
べ
き
だ
。

派
兵
に
つ
い
て
の
見
解
と
反

対
の
意
思
表
示
を
求
め
る
。

各
種
の
世
論
調
査
で
反
対

論
が
強
い
の
も
事
実
だ
。
小
泉

首
相
は
イ
ラ
ク
の
安
定
は
日
本

に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
、

国
民
に
理
解
を
求
め
て
い
る
。

慎
重
論
も
あ
る
な
か
で
、
国
会

の
場
で
納
得
の
い
く
説
明
責
任

が
果
た
せ
る
こ
と
を
望
む
。

現
在
の
業
務
体
制
で
工
夫

を
し
て
土
・
日
の
昼
休
み
も
開

設
を
。ア

ル
バ
イ
ト
配
置
の
た
め
、

現
体
制
で
は
で
き
な
い
。

貸
し
出
し
業
務
は
で
き

な
く
て
も
開
設
は
可
能
だ
。

金
剛
バ
ス
へ
委
託
し
て
い

た
、
く
す
の
き
号
は
、
16
年
４

月
か
ら
村
直
営
と
な
る
。
小
型

化
し
、
運
行
経
路
の
充
実
を
。

小
型
化
し
月
曜
か
ら
金
曜

日
の
週
５
日
運
行
す
る
。
公
共

交
通
機
関
の
な
い
、
く
す
の
き

ホ
ー
ル
と
小
吹
台
の
み
と
す
る

予
定
で
す
。

小
吹
台
・
く
す
の
き
ホ

ー
ル
間
の
１
ル
ー
ト
で
は
住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
公
平

に
す
る
意
味
で
も
再
検
討
を
。
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財
政
充
実
要
望
・
合
併
協
議
は

全
国
町
村
長
会
の
決
議
、
提
言
に
そ
う
べ
き

毎
年
９
月
末
頃
は
、
消
防

分
署
前
の
広
域
農
道
入
り
口
付

近
は
棚
田
に
咲
く
彼
岸
花
の
撮

影
に
来
ら
れ
る
人
達
が
多
く
、

心
や
す
ら
ぐ
千
早
の
里
の
風
景

で
あ
る
。そ
こ
に
あ
る
日
突
然
、

ト
タ
ン
で
周
囲
を
か
こ
い
建
築

廃
材
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

住
民
の
方
か
ら
色
々
な
声
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
千
早
幼
稚
園
跡
に
も
同
様

の
作
業
場
が
出
現
し
、
狭
い
村

道
を
大
型
車
が
通
行
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

一
、
作
業
場
の
入
り
口
に
ゲ
ー

ト
が
置
か
れ
て
い
る
が
あ
の
道

路
は
、
公
道
な
の
か
私
道
な
の

か
。

二
、
近
く
に
は
千
早
小
学
校
が

あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
時
の
安
全
性
に
つ
い
て
危
惧

さ
れ
る
と
思
う
が
教
育
委
員
会

の
見
解
は
。

一
、
当
地
は
村
道
で
す
。

そ
の
事
に
つ
い
て
は
地
権
者
に

も
伝
え
て
あ
る
。

二
、
児
童
の
登
下
校
時
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
は
、
業
者
に
お

願
い
を
し
た
い
。
そ
の
旨
申
し

入
れ
を
お
こ
な
う
。

国
の
三
位
一
体
改
革
の
来

年
度
の
方
向
は
削
減
１
兆
円
、

税
源
移
譲
は
４
２
０
０
億
円
で

す
。
12
月
３
日
の
全
国
町
村
長

会
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
で
負
担
転
嫁
に
反
対
、
地
方

交
付
税
の
堅
持
と
税
源
移
譲
の

要
望
決
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

決
議
へ
の
村
長
の
所
見
は
。

私
も
参
加
し
ま
し
た
。

質
問
の
よ
う
に
４
項
目
の
決
議

要
望
が
だ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

提
言
は
、
合
併
推
進
を

「
特
例
法
期
限
で
区
切
り
に
休

止
し
、
効
果
を
検
証
す
べ
き
」

で
強
制
を
し
な
い
こ
と
。
合
併

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
市
町

村
連
合
」
の
導
入
を
求
め
て
い

ま
す
。
４
市
町
村
合
併
協
議
も

提
言
の
方
向
で
取
り
組
ん
で
は
。

町
村
長
会
は
合
併
に
反
対

で
は
な
く
、
地
方
制
度
調
査
会

の
答
申
で
は
、
小
規
模
町
村
の

権
限
が
制
約
さ
れ
、
合
併
が
強

制
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
決
議
し

た
も
の
で
す
。
４
市
町
村
の
合

併
協
議
は
、
富
田
林
市
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
、
こ
れ
ま
で
と

違
っ
た
方
向
と
な
れ
ば
、
み
な

さ
ん
方
と
協
議
し
、
結
論
を
出

し
て
い
き
ま
す
。

森
　
本
　
春
　
雪
　
　
議
　
員

野
　
上
　
信
　
次
　
　
議
　
員

千
早
小
の
通
学
路
の
安
全
確
保
を

合
併
の
行
方
は

村
財
政
健
全
化
方
策
の
実
施
は

十
分
な
理
解
を
へ
て
具
体
化
を
　

４
市
町
村
の
合
併
協
は
発

足
以
来
、
富
田
林
市
に
翻
弄
さ

れ
て
き
た
。
今
回
も
市
長
は
住

民
の
意
向
を
確
認
す
る
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

新
聞
で
は
「
結
果
次
第
で
合
併

協
か
ら
の
離
脱
も
あ
り
得
る
」

と
報
道
さ
れ
た
が
そ
の
場
合
の

村
の
対
応
は
。

富
田
林
市
の
動
き
次
第
で

別
の
選
択
肢
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
当
面
は
当
初
の

目
的
完
遂
に
努
力
し
た
い
。

千早幼稚園跡の作業場入口

財
政
健
全
化
方
策
で
の
利

用
料
は
、
使
用
回
数
に
よ
る
割

引
制
度
導
入
を
す
る
こ
と
の
配

慮
や
補
助
金
削
減
な
ど
は
関
係

者
・
団
体
と
協
議
が
必
要
で

す
。子

育
て
支
援
事
業
の
継
続
や

住
民
検
診
有
料
化
は
、
さ
ら
に

検
討
を
。

健
全
化
の
方
策
は
、
利
用

料
の
設
定
や
全
般
的
事
業
を
見

直
し
、
関
係
者
の
理
解
を
得
て

進
め
る
も
の
で
す
。
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大
　
浦
　
好
　
雄
　
　
議
　
員

市
町
村
合
併
の
推
進
は

村
内
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上
は

山
　
形
　
研
　
介
　
　
議
　
員

少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
、
社
会
経
済
情
勢
の
激
し

い
中
、
国
は
地
方
分
権
の
推
進

で
自
立
性
の
高
い
市
町
村
合
併

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
村
民
の

方
々
の
合
併
に
つ
い
て
の
意
見

を
村
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
て
お
ら
れ
る
か
。

今
日
ま
で
多
く
の
意
見
や

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
会

の
発
足
以
後
、
そ
の
情
報
提
供

等
を
村
民
の
方
々
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

法
定
協
議
会
は
７
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
結
論
は
い
つ

ま
で
に
出
さ
れ
る
の
か
。

富
田
林
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
が
１
月
中
頃
と
聞
い
て

ま
す
。
第
８
回
の
協
議
会
に
お

い
て
一
定
の
方
向
性
が
出
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
国

や
府
か
ら
村
の
意
見
を
聞
か
れ

た
の
か
。
ま
た
村
に
対
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
は
な
か
っ
た
の
か
。

合
併
問
題
に
つ
い
て
国
や

府
か
ら
は
、
協
議
会
の
設
置
運

営
に
つ
い
て
必
要
な
助
言
や
情

報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
17
年
３
月
ま
で
あ
と

約
１
年
３
ヶ
月
、
そ
の
間
協
議

会
や
手
続
も
日
数
を
計
算
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
努

力
は
ど
の
よ
う
に
。

村
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
に

く
ら
す
た
め
に
は
、
合
併
は
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

合
併
の
成
立
を
信
じ
る

が
、
も
し
不
成
立
と
な
れ
ば
。

最
後
ま
で
努
力
し
て
い
く

の
が
長
と
し
て
私
の
努
め
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
体
力
が
低

下
し
て
い
る
と
よ
く
耳
に
す
る

が
、
村
内
の
幼
・
小
・
中
学
校

園
で
の
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
。

体
力
低
下
傾
向
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
立
各
校
園
と
も
教

育
課
程
の
中
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
校
園
の
実
情
に
合
わ
せ

て
小
規
模
校
の
特
性
を
活
か

し
、
学
校
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
、
一
輪
車
・
な
わ
と
び
・

マ
ラ
ソ
ン
等
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
食
指
導
は
、
子
ど
も
た
ち

の
栄
養
に
関
す
る
興
味
・
関
心

を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
給
食
の

実
施
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
健
康
の
保
持
・
増

進
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
教
育

課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

学
校
外
の
地
域
体
育
の
推

進
は
。体

育
指
導
委
員
の
皆
さ
ん

が
村
の
大
き
な
要
で
あ
り
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
し
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域

体
育
の
振
興
に
努
め
て
頂
い
て

い
ま
す
。

組
織
機
構
の
見
直
し
と
、

企
画
推
進
課
の
設
置
に
つ
い
て
。

今
回
の
財
政
健
全
化
方
策

に
基
づ
い
て
、
昨
今
の
地
方
分

権
に
よ
る
事
務
の
増
大
や
、
行

政
課
題
・
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
ま
た
、
職
員
の
減
少
を
踏
ま

え
、
新
た
な
組
織
機
構
の
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

提
案
の
企
画
推
進
課
の
設
置

は
、
村
づ
く
り
の
企
画
･
調
整

す
る
機
能
の
位
置
付
け
を
強
化

す
べ
き
と
思
う
が
、
現
在
は
総

務
企
画
係
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

組
織
・
機
構
改
革
は
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行
・
千
早
赤
阪
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議
会

編
　
集
・
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会
広
報
編
集
委
員
会

平
成
16年
２
月
１
日
発
行

0
585-8501

大
阪
府
南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
水
分
180

1
0721―

72―
0081

６

村
の
健
全
化
方
策
（
素
案
）

が
出
さ
れ
て
以
来
、
議
会
費
の

見
直
し
の
協
議
を
10
月
17
日
の

議
員
間
の
全
員
協
議
会
で
、
各

会
派
か
ら
削
減
に
取
り
組
む

（
案
）
を
持
ち
よ
り
、
具
体
化

の
進
め
方
を
協
議
し
、
合
意
で

き
る
も
の
か
ら
行
な
っ
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
10
月
22
日
に
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
者
で
、
見
直
し
す

べ
き
内
容
を
協
議
し
た
結
果
、

次
の
項
目
で
、
見
直
し
削
減
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
報
酬
は
、
人
事
院
勧
告

ど
お
り
、
期
末
手
当
で
議
員
12

名
分
１
０
３
万
８
０
０
０
円
を

削
減
。

総
務
民
生
・
産
業
建
設
常
任

委
員
会
の
研
修
廃
止
に
よ
る
旅

費
・
バ
ス
の
借
り
上
げ
料
削
減

で
７
８
万
７
０
０
０
円
。

交
際
費
は
、
虚
礼
廃
止
を
す

す
め
弔
電
、
香
典
な
ど
村
内
の

弔
事
規
定
を
大
幅
に
縮
小
・
廃

止
し
、
対
外
的
な
も
の
も
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
２
７
万

２
０
０
０
円
を
削
減
。

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
は
、

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」
に

差
し
込
み
印
刷
す
る
こ
と
で
３

４
万
２
０
０
０
円
の
削
減
な
ど

で
計
２
４
３
万
９
０
０
０
円
を

削
減
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
議
会
と
し
て
も
財

政
健
全
化
方
策
に
そ
っ
て
、
議

員
報
酬
・
期
末
手
当
、
調
査
研

究
費
、
議
会
選
出
の
各
種
委
員

会
な
ど
の
報
酬
、
負
担
金
の
あ

り
方
な
ど
、
見
直
し
を
引
き
続

き
議
員
間
で
協
議
し
、
議
会
費

の
削
減
に
努
め
ま
す
。

新
年
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

◇
イ
ラ
ク
戦
争
・
フ
セ
イ
ン
拘

束
と
テ
ロ
激
化
・
イ
ラ
ク
へ
の

自
衛
隊
派
遣
・
北
朝
鮮
の
核
開

発
へ
の
恐
怖
等
々
…
。
一
日
も

早
く
世
界
に
平
和
が
来
る
の
を

願
う
も
の
で
す
。

◇
付
属
小
学
校
に
続
い
て
２
件

の
殺
傷
事
件
が
発
生
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
一
番
安
全
で
あ
る

は
ず
の
学
校
で
何
故
、
こ
の
よ

う
な
事
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

早
期
の
解
決
策
を
願
う
と
共

に
私
達
は
今
、
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◇
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
18
年
振

り
に
優
勝
し
、
関
西
を
熱
く
し

ま
し
た
。
今
年
も
岡
田
新
監
督

の
も
と
で
、
関
西
い
や
日
本
中

を
も
っ
と
も
っ
と
熱
く
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

◇
村
営
香
楠
荘
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
!!
早
速
、
村
長
を

は
じ
め
議
員
全
員
に
て
山
小
屋

風
の
建
物
を
視
察
、
食
事
の
メ

ニ
ュ
ー
も
豊
富
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
、一
度
お
立
寄
り
下
さ
い
。

Ｈ
・
Ｔ

石
川
県
の
最
南
端
に
位
置
す

る
山
中
町
「
グ
リ
ー
ン
・
シ
テ

ィ
山
中
」
を
研
修
し
ま
し
た
。

当
施
設
は
、
町
民
の
生
活
の

充
実
を
図
る
た
め
に
限
ら
れ
た

資
源
を
大
切
に
最
終
処
分
場
と

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
複
合

施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
安

全
で
衛
生
的
、
そ
し
て
環
境
に

や
さ
し
い
高
度
な
最
新
技
術
の

施
設
で
あ
り
、
分
別
排
出
し
た

不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、
空
き

缶
や
ビ
ン
類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

を
資
源
と
し
て
選
別
回
収
し
ま

す
。
特
に
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご

み
は
破
砕
選
別
処
理
を
行
い
、

ス
チ
ー
ル
缶
や
ア
ル
ミ
缶
は
圧

縮
処
理
を
し
ま
す
。

可
燃
物
に
つ
い
て
は
も
う
一

か
所
の
施
設
「
山
中
町
美
化
セ

ン
タ
ー
」
に
て
焼
却
処
分
を
さ

れ
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
臨
時

的
に
出
た
ご
み
は
個
人
の
車
で

搬
入
し
て
、個
人
に
て
計
量
後
、

個
人
に
て
料
金
を
支
払
い
帰
宅

す
る
そ
う
で
す
。

隣
接
さ
れ
た
「
被
覆
型
最
終

処
分
場
」
は
屋
根
で
覆
わ
れ
て

い
る
た
め
に
水
分
に
よ
る
悪
臭

や
湯
煙
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

山山山山
中中中中
町町町町
をををを
視視視視
察察察察新新新新

政政政政

会会会会

科　目 削　減　額 備　　　　考

期 末 手 当 1,038,000円
人事院勧告にそった期末
手当減額

旅　　　費 387,000円 議会研修の廃止

交　際　費 272,000円 弔電・香典等の見直し

需　要　費
856,000円 「議会だより」を村広報と

実質（342,000円） 一体発行

使用料及び
400,000円

研修中止によるバス代・
賃　借　料 通行料の減額

計 2,439,000円

議会費関連で見直し削減するもの

財
政
健
全
化
方
策
の
具
体
化
へ

議
会
費
の
見
直
し
協
議
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